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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 38,986 4.3 2,157 224.0 2,330 183.7 1,165 132.7
22年3月期第3四半期 37,371 △11.6 665 △72.8 821 △69.2 500 △69.8

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 39.29 ―
22年3月期第3四半期 16.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 62,778 44,314 70.6 1,493.97
22年3月期 61,635 43,875 71.2 1,479.19

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  44,314百万円 22年3月期  43,875百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 11.00 ― 12.00 23.00
23年3月期 ― 11.00 ―
23年3月期 

（予想） 12.00 23.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,800 5.4 1,900 167.7 2,100 124.7 1,200 115.0 40.46



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料3ページ「1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料3ページ「２. その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 29,700,000株 22年3月期  29,700,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  37,862株 22年3月期  37,778株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 29,662,181株 22年3月期3Q 29,662,251株
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１． 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期におけるわが国経済は、円高の進行による輸出の鈍化や個人消費の減少等により、

企業の設備投資に対する慎重な姿勢が依然続き、不安定な雇用情勢に改善の兆しも見えず、持ち直

しつつあった景気に足踏み感が生じました。 
ホテル業界におきましては、年度前半頃から中国を中心とするアジアからの訪日外国人が増加し

たことなどにより客室稼働率に改善傾向が見られましたが、昨秋以降地域的な緊張感の高まり等も

あり鈍化し、厳しい経営環境が継続することとなりました。 
このような経営環境のなかで当社グループは、昨年 11 月３日に開業 120 周年を迎え、「伝統は、

次をひらめく。」をスローガンに積極的な販売促進活動を全社的に推進してまいりました。また、同

月中旬には国際的な独立系高級ホテルのマーケティング組織である「ザ・リーディング・ホテルズ・

オブ・ザ・ワールド」の年次総会が当社をメイン会場として 27 年ぶりに東京で開催され、世界の一

流ホテルのオーナーや総支配人が一同に会しました。グループ一丸となっての受け入れ態勢に高い

賞賛が寄せられたことに加え、顧客基盤拡充のまたとない機会ともなりました。 
一方、経費面におきましても、全社的なコストダウンを図るべく諸経費の削減、経費執行に際し

ての見直しを徹底し、収益の改善に向け全力を注いでまいりました。 
この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は前年同期比 4.3％増の

38,986 百万円となり、営業利益は前年同期比 224.0%増の 2,157 百万円、経常利益は前年同期比

183.7％増の 2,330 百万円、四半期純利益は前年同期比 132.7%増の 1,165 百万円となりました。 
なお、セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は 36,132 百万円、営業利益は 2,075

百万円となり、不動産賃貸事業の売上高は 2,874 百万円、営業利益は 1,493 百万円となりました。

 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末と比べて 1.9%増加し、62,778 百万円となりました。 
 流動資産は、前連結会計年度末に比べて 14.5％増加し 22,468 百万円となりました。これは営業

活動によるキャッシュ・フローの増加により現金及び預金が増加したことなどによるものでありま

す。固定資産は、前連結会計年度末に比べて 4.0％減少し 40,310 百万円となりました。これは減価

償却により有形固定資産が減少したことなどによるものであります。 
流動負債は、前連結会計年度末に比べて 0.3％減少し 6,206 百万円となりました。これは未払金や

賞与引当金の減少などによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて 6.3％増加し

12,257 百万円となりました。これは、資産除去債務会計基準適用に伴う影響などによるものであり

ます。 
純資産は、前連結会計年度末に比べて、1.0％増加し 44,314 百万円となりました。これは四半期

純利益の計上による増加や配当金の支払などによるものであります。 
 
(キャッシュ・フローの状況の分析) 
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は 17,950 百万円となり、前連結会計年

度末より 2,853 百万円増加いたしました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動の結果、得られた資金は 4,625 百万円（前年同期は 885 百万円）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益 1,962 百万円や減価償却費 2,815 百万円などにより増加し、賞与

引当金の減少 590 百万円や売上債権の増加 313 百万円などにより減少したことによるものでありま

す。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
投資活動の結果、使用した資金は 1,126 百万円（前年同期は 1,948 百万円）となりました。これ

は主に、設備投資に伴う支払 823 百万円などによるものであります。 
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動の結果、使用した資金は 645 百万円となりました。これは主に、配当金の支払によるも

のであります。 
 
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年 5 月 14 日に発表いたしました通期の業績予想につきましては、現時点において変更は

ありません。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

 
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
  当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

 
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 
  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平

成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 
  これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ 55 百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は

420 百万円減少しております。 
  また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 877 百万円であります。 
 
「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づき

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 21 年３月 24 日 内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示してお

ります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,950 14,096

売掛金 3,198 2,884

有価証券 999 999

貯蔵品 660 383

繰延税金資産 287 609

その他 393 666

貸倒引当金 △22 △14

流動資産合計 22,468 19,626

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 23,722 25,016

その他（純額） 5,584 6,164

有形固定資産合計 29,307 31,180

無形固定資産 1,368 1,427

投資その他の資産 9,633 9,401

固定資産合計 40,310 42,009

資産合計 62,778 61,635

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,445 1,169

未払法人税等 572 54

未払費用 1,750 1,636

前受金 737 892

賞与引当金 307 897

役員賞与引当金 36 －

その他 1,356 1,574

流動負債合計 6,206 6,225

固定負債   

退職給付引当金 7,028 7,193

資産除去債務 888 －

長期預り金 4,080 4,071

その他 260 269

固定負債合計 12,257 11,533

負債合計 18,463 17,759
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 41,343 40,860

自己株式 △89 △88

株主資本合計 44,117 43,634

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 196 241

評価・換算差額等合計 196 241

純資産合計 44,314 43,875

負債純資産合計 62,778 61,635
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 37,371 38,986

材料費 8,475 8,783

販売費及び一般管理費 28,229 28,045

営業利益 665 2,157

営業外収益   

受取利息 38 22

受取配当金 11 12

持分法による投資利益 29 73

その他 77 64

営業外収益合計 155 173

経常利益 821 2,330

特別損失   

固定資産除却損 52 3

投資有価証券売却損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 364

特別損失合計 55 368

税金等調整前四半期純利益 766 1,962

法人税、住民税及び事業税 18 565

法人税等調整額 246 232

法人税等合計 265 797

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,165

四半期純利益 500 1,165
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 766 1,962

減価償却費 2,772 2,815

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 7

賞与引当金の増減額（△は減少） △848 △590

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △47 36

退職給付引当金の増減額（△は減少） △339 △165

有形固定資産除却損 52 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 364

受取利息及び受取配当金 △49 △35

持分法による投資損益（△は益） △29 △73

売上債権の増減額（△は増加） △516 △313

たな卸資産の増減額（△は増加） △281 △276

仕入債務の増減額（△は減少） 241 276

長期未払金の増減額（△は減少） △116 △3

長期預り金の増減額（△は減少） △335 8

差入保証金の増減額（△は増加） 50 53

その他 233 525

小計 1,545 4,597

利息及び配当金の受取額 106 66

法人税等の支払額 △767 △38

営業活動によるキャッシュ・フロー 885 4,625

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,862 △823

投資有価証券の償還による収入 115 －

その他 △201 △302

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,948 △1,126

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △643 △645

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △643 △645

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,707 2,853

現金及び現金同等物の期首残高 15,552 15,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,845 17,950
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(5) セグメント情報 

 【事業の種類別セグメント情報】 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日）  

(単位：百万円) 
 ホテル 

事業 
不動産 
賃貸事業 計 消去又は 

全 社 連 結 

売 上 高      

(1)外部顧客に対する売上高 32,904 4,466 37,371 － 37,371
(2)セグメント間の内部売上高 
又は振替高 － 19 19 (19)   －

      計 32,904 4,486 37,390 (19) 37,371
営業利益又は営業損失(△) △549 2,919 2,369 (1,703) 665

(注) １ 事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 
 (注) ２ 各事業の主な内容 
      ①ホテル事業   ……ホテル事業及びこれに附帯する業務 
      ②不動産賃貸事業 ……事業所及び店舗の賃貸 
 

【所在地別セグメント情報】 

  在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 
【海外売上高】 

  海外売上高が連結売上高の 10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 
【セグメント情報】 

（追加情報） 

   第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17

号 平成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 
１． 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行

う対象となっているものであります。 

当社グループは、「ホテル事業」及び「不動産賃貸事業」の事業を営んでおります。 

「ホテル事業」は、ホテル事業及びこれに付帯する業務（委託食堂等を含む）をしており、「不

動産賃貸事業」は、事業所及び店舗の賃貸管理業務をしております。 
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２． 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年 12 月 31 日）  

(単位：百万円) 

報告セグメント  

ホテル 
事業 

不動産 
賃貸事業 計 

調整額 
(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
(注)２ 

売 上 高      

外部顧客への売上高 36,132 2,854 38,986 － 38,986
セグメント間の内部売上高 
又は振替高 － 19 19 △19 －

      計 36,132 2,874 39,006   △19 38,986
セグメント利益 2,075 1,493 3,569 △1,411 2,157

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
 (注) ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 
 

 
(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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